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大切なのだ。たとえばここであえて、ソシュールの最大の継承者である構造
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だ。よく知られているように、言語は厳密には記号ではない。それは他の
記号とは違って、言語はメタレベルでその意味を確定できなし、からである。
ではなぜ確定できないのかといえば、サルトルならつぎのように言うので
はなかろうか、すなわち、語の意味はまるで差恥の体験のように、他者か
ら、予測も制御も不可能な外部から、やって来るからだ、と。
問題は、そうであるにもかかわらず、すべての言語記号が音と意味との緊
密不可分な結合として話し手のだれにとっても、エクート抜きで実感される
ということ、そのことはだれにとっても疑いようがないように見えるという
こと、にあるのだ。しかし、それこそがおそらく、我々が我々自身であるた
めに、我々自身にもたらしている最大の錯覚である。言語学はラングを実体
として立てることで、その錯覚があたかも錯覚ではないかのような錯覚をふ
りまいてきた。その結果、真に社会的なパロールが切り捨てられて、話し手
個人の頭のなかにしかないラングを社会的に自立した制度的共有物とみなす
転倒した飛躍(ソシューノレ)が生じ、その飛躍がこんどは、ラングの観念的
な特性を自然物(音)の実在的な特性であるとみなす二次転倒(ヤコブソン)、
を呼び込んでしまったのだ。
切り捨てられたものは、第一義的には、他者であり、そのエクートだった
のだ。エクートを切り捨て、さらにパロールを切り捨てる。ょうするに我々
はもはやだれも聞こうとはしないし、だれも話そうとはしないのだ。なぜな
ら我々は、聞くときも話すときも、まずラングという幽霊のような虚構を共
有のコードとして「読むJことに媒介されてしまうからだ。読まずに聞くこ
とも、読まずに話すことも、もはや我々にはできない。コミュニケーション
とはその哀れな不具性の別名にすぎないのだ。
